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一般名 投与量 単位

オビヌツズマブ

CD20陽性非ホジキンリンパ腫

レジメン名

がん種

25ml/時

30分間

ガザイバ2回目以降は、

Infusion reactionの

症状を観察しながら、

投与速度を30分毎に

25 ml/時ずつ上げる。

（最大100 ml/時まで）

50ml/時

30分間

全開滴下
ルート

確保

1クール目は、day1、8、15に投与。2クール目以降は、day1のみ投与。

day2に併用化学療法を開始する。休薬期間は併用化学療法に従う。

併用化学療法終了後は、維持療法として2ヶ月間隔で2年間継続。

1クール

day

メイン

待機

生食(250ml)

25ml/時

30分間

100ml/時

最後まで

メイン

待機

生食(250ml)

ⓝ

ルート確保用輸液は、所要時間

に合わせて適宜速度調節する。

抗がん剤投与中は停止可。

残破棄可。

ガザイバ初回投与時に

重篤なinfusion reactionが

認められなければ、

次回より、25ml/時で

開始することができる。

37.5ml/時

30分間

ガザイバには0.2又は0.22μmの

ｲﾝﾗｲﾝﾌｨﾙﾀｰを用いて投与する。

12.5ml/時

30分間

2クール

ガザイバ投与開始

30分前に内服

カロナール 4錠

全開滴下

87.5ml/時

30分間

ガザイバ開始から

通算4～4.5時間

ガザイバ開始から

通算3～3.5時間

ガザイバ

生食（250ml）
ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ終了の30分後に開始

100ml/時

最後まで

75ml/時

30分間

ⓝ

ポララミン 1A

デキサート 5A

生食（50ml）
※初回のInfusion reactionが

軽度であれば、2回目以降は、

デキサートを省略可

ルート

確保30分

あける

30分

あける

50ml/時

30分間

62.5ml/時

30分間

75ml/時

30分間

ガザイバ初回

投与時は、

Infusion reaction

の症状を観察

しながら、

投与速度を

30分毎に

12.5 ml/時ずつ

上げる。

（最大

100 ml/時まで）


